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イオンの「フードアルチザン（食の匠）」活動では、「飛騨高山・宿儺
かぼちゃ食の匠推進協議会」を設立。郷土の味を守り続ける生産
者の皆さまとのパートナーシップのもと、伝統的な食材や技術の継
承に取り組んでいます。 http://www.foodartisan.jp/

紙に丸みをつけて重ね合わせるなど
しなやかな作風のコラージュ作家。
農業が未来に向かって進化していく様子と
農作物が成長する様子を重ね合わせて表現。

細
長
い
形
と
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
と
乗
鞍
山
麓
の
湧
水

に
恵
ま
れ
た
肥
沃
な
大
地
で
栽
培
さ
れ
る
「
宿
儺
か
ぼ

ち
ゃ
」。
丹に

ゅ
う
か
わ

生
川
地
域
の
神
話
に
登
場
す
る
〝
両
面
宿

儺
〞
に
ち
な
み
、
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
い

う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
形
は
へ
ち
ま

の
よ
う
に
細
長
く
、
強
い
甘
み
と
ホ
ク
ホ
ク
し
た
食
感

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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M a s a y o s h i  H o n m a

発想の転換で
変わる日本の農業

　さまざまな課題を抱える日本の農業が今後、成長産業として発展していくための
ヒントについて、政府の規制改革推進会議農業ワーキング・グループの専門委員である、
西南学院大学経済学部教授、東京大学名誉教授の本間正義氏にお話をうかがった。

本間正義

循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
消
費
者
に
と
っ
て
も
確
実
に
メ
リ
ッ

ト
と
な
り
、
購
入
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
国
内
需
要
が
縮
小
す
る
な
か
、
国
際
市
場
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
必
然
で
あ
り
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
視

点
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
生
産
者
が
い
つ
ま
で
も
国
内

市
場
に
固
執
し
て
い
て
は
日
本
の
農
業
は
立
ち
行
か

な
く
な
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
日
本
の
コ
メ
が
、

中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
で
消
費

さ
れ
る
日
が
や
っ
て
来
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
国
際
市
場
で
価
格
競
争
力
を
生
み
出
す
農

地
の
集
積
・
集
約
に
よ
る
大
規
模
化
や
、
国
際
基
準

で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
浸
透
な
ど
、
日
本
の

農
業
が
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本

の
農
産
物
に
対
す
る
需
要
は
海
外
に
も
あ
る
と
考
え

る
こ
と
で
、
可
能
性
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、

最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
生
産
方
法
を
取
り
入

れ
、
自
ら
積
極
的
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
す

る
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
た
農
業
従
事
者
の

存
在
も
重
要
。
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
の
な
い
彼
ら

の
新
し
い
発
想
と
行
動
力
に
は
、
日
本
の
農
業
を
牽

引
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
委
員
と
し
て
規

制
緩
和
に
関
わ
る
立
場
か
ら
、
そ
の
存
在
を
支
援
す

る
国
の
農
業
政
策
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
発
展
の
可
能
性
と
し
て
、
生
産
性
の

　
日
本
経
済
が
右
肩
上
が
り
に
成
長
し
て
農
家
が

つ
く
れ
ば
つ
く
る
分
だ
け
売
れ
た
時
代
は
終
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で
、

国
内
の
農
産
物
の
消
費
は
縮
小
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
日
本
の
農
業
が
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

農
業
自
体
が
変
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生

産
者
側
が「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
」と「
グ
ロ
ー
バ
ル
」

と
い
う
２
つ
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
生
産
者
が
農
産

物
を
つ
く
る
の
が
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
」
で
す
。

現
状
、
農
産
物
が
消
費
者
の
手
に
届
く
ま
で
に
は
、

間
に
卸
売
市
場
・
物
流
・
小
売
業
者
な
ど
が
介
在

し
、
生
産
者
が
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
に

く
い
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

生
産
者
が
そ
れ
を
く
み
取
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
、

消
費
者
に
本
当
の
意
味
で
支
持
さ
れ
る
商
品
を
つ

く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
欲
す
る
価

格
や
味
の
実
現
に
向
け
た
改
善
や
、
新
た
な
農
産

物
の
開
発
に
取
り
組
む
な
ど
、
生
産
と
消
費
の
好

日
本
の
農
業
を

発
展
へ
導
く
２
つ
の
視
点

Interview

業
界
を
超
え
た
発
展
の
可
能
性

向
上
や
技
術
革
新
と
い
っ
た
従
来
の
モ
ノ
づ
く
り

と
い
う
発
想
と
は
別
に
、
農
業
だ
け
で
完
結
し
な

い
発
展
も
大
い
に
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農
業
の
サ
ー
ビ
ス
産

業
化
で
す
。
一
般
の
人
で
も
、
農
作
業
そ
れ
自
体

や
、
作
物
を
自
分
の
手
で
つ
く
る
過
程
を
楽
し
い

と
感
じ
る
人
は
沢
山
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
つ
く
る

プ
ロ
セ
ス
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。
業
界
全
体
を
見
る
と
、
ま
だ
内
向

き
で
そ
の
魅
力
を
発
信
し
き
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
す
れ
ば
、
よ

り
一
層
自
由
な
発
想
で
農
業
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。〝
新
し
い
産
業
を
つ
く

る
〞
と
い
う
気
概
で
臨
め
ば
、
想
像
以
上
の
成
長

が
期
待
で
き
る
。
農
業
に
は
潜
在
力
が
あ
る
の

で
す
。

　
小
売
業
者
と
し
て
、
ま
た
、
農
業
や
商
品
開
発

も
行
う
事
業
者
で
あ
る
イ
オ
ン
の
役
割
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
消
費
者
の
声
を
生
産
者
へ
、
生
産

者
の
こ
だ
わ
り
や
魅
力
を
消
費
者
へ
伝
え
、
農
業

に
お
け
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
自
社

が
関
わ
る
部
分
に
付
加
価
値
を
持
た
せ
る
だ
け
で

な
く
、
農
業
を
、
一
次
産
業
の
枠
を
超
え
た
食
の

産
業
と
大
き
く
捉
え
、
日
本
の
農
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
イ
オ
ン
に
は
そ
れ
を
実

現
す
る
だ
け
の
幅
広
い
事
業
領
域
と
実
行
力
が
あ

る
は
ず
で
す
か
ら
。

西南学院大学経済学部 
国際経済学科教授、東京
大学名誉教授。政府の規
制改革推進会議の専門委
員として、農業の規制緩和
に取り組む。

P r o f i l e

 

「 

想
像
以
上
の
成
長
と 

　発
展
が
期
待
で
き
る
。

　農
業
に
は
潜
在
力
が

　あ
り
ま
す
」

農業の明日を切り拓く特集
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「経営安全」を目指すGAP

食品安全

労働
安全

環境
保全

GAP

グローバルGAPは世界で最も普及するGAP規格の
1つで、124カ国17万農場以上がこれを取得している

1.作業場では「手洗い」「身だしなみ」「整理整頓」などの業務手順を、文字とイラストで掲示。同じルールを守ることで、生産物の品質を確保
2.農機具の安全な保管・管理を徹底し、従業員の安全を確保　3.朝礼・昼礼で作業内容や注意事項を確認し、生産性向上を推進

2

本
年
５
月
、
農
林
水
産
省
は
、
農
業
現
場
に
お
け

る
経
営
の
安
全
性
を
示
す
「
農
業
生
産
工
程
管
理

（
Ｇ※
1

Ａ
Ｐ
）」
認
証
に
つ
い
て
、
２
０
１
９
年
度
末
ま
で

に
取
得
件
数
を
現
状
の
３
倍
以
上
に
増
や
す
方
針
を
策

定
し
た
。
イ
オ
ン
は
、
業
界
に
先
駆
け
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

取
得
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

食
の
「
安
全
・
安
心
」
と
は
、
単
に
生
産
者
の
顔
が

見
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。「
食
品
」
そ
の

も
の
の
安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
、生
産
者
の
「
労
働
環
境
」

の
安
全
性
や
農
場
運
営
に
お
け
る
「
地
域
環
境
保
全
」

へ
の
配
慮
を
第
三
者
が
認
め
、「
経
営
の
安
全
性
」
が
担

保
さ
れ
て
初
め
て
、
食
の
「
安
全
・
安
心
」
と
言
え
る

の
だ
。
こ
れ
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
あ
り
、
海
外
で
は
生
産
者
、

消
費
者
と
も
に
こ
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
い
る
。
生
産

者
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
第
三
者
の
お

墨
付
き
を
得
て
販
路
を
広
げ
る
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
認
証
取
得
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
農

場
運
営
に
お
け
る
業
務
の
改
善
を
継
続
し
て
い
く
も
の

で
も
あ
る
。
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
う
え
で
も
、

取
り
組
む
意
義
は
大
き
い
が
、
日
本
で
は
、
第
三
者
認

証
の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
不
足
、
ま
た
認
証
取
得
に

か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
を
理
由
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
は
な
か

な
か
普
及
し
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
な
か
、
イ
オ
ン
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
重
要
性
を
い

〝
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
〞の
取
り
組
み
を

経
営
改
善
に
つ
な
げ
る

7
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農業の明日を切り拓く特集

じ
て
、
農
薬
や
肥
料
、
機
械
の
管
理
、
働
き
方
な
ど
、

現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に
従
業
員
が
主
体
と
な

っ
て
向
き
合
い
、
業
務
改
善
を
行
う
。
会
社
を
あ
げ
た

経
営
改
善
活
動
が
仕
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造
㈱
は
、
国
内
で
の
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
普
及
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
社
グ
ル
ー
プ
の
バ
イ
ヤ
ー
や
契
約
農
家
は
も
ち
ろ

ん
、
取
引
が
な
く
と
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
を
目
指
す
一
般

ち
早
く
認
識
。
イ
オ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
「
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ

グ
リ
ー
ン
ア
イ
」
の
商
品
開
発
に
お
い
て
は
ユ※

2

ー
レ
ッ

プ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
し
て
自
主
基
準
を
策
定
。

こ
れ
を
生
産
者
に
準
拠
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
適
切
な

管
理
体
制
下
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
お
客
さ
ま
へ
提

供
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０
０
９
年
、
イ
オ
ン
ア
グ
リ

創
造
㈱
を
設
立
す
る
際
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
規
格
の
な
か
で
も

実
質
的
な
世
界
標
準
で
、
国
際
取
引
の
前
提
条
件
に
な

っ
て
い
る
〝
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
〞
の
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
以
来
、
同
社
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

を
取
り
入
れ
た
農
場
運
営
を
継
続
し
て
い
る
。
現
在
、

本
社
お
よ
び
す
べ
て
の
直
営
農
場
で
認
証
を
取
得
。
月

に
１
度
、
全
従
業
員
が
参
加
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
普
及
を
通
じ

日
本
の
農
産
物
の
生
産
拡
大
に
寄
与

の
生
産
者
に
対
し
て
、
同
社
が
自
ら
翻
訳
し
た
日
本

語
版
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
無
償
提
供
や
農
場
見
学
の
受
け

入
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
認
証
取
得

を
支
援
し
て
い
る
。

世
界
的
に
真
に
安
全
・
安
心
な
農
産
物
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
な
か
、
イ
オ
ン
は
本
年
４
月
、「
持
続
可
能
な

調
達
２
０
２
０
年
目
標
」
を
策
定
。「
ト
ッ
プ
バ
リ
ュ
」

の
農
産
物
に
お
い
て
、
Ｇ※
3

Ｆ
Ｓ
Ｉ
ベ
ー
ス
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取

得
１
０
０
％
を
目
指
す
と
し
た
。
グ
ル
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

に
取
り
組
む
国
内
生
産
者
の
輪
を
広
げ
、
グ
ル
ー
プ
店

舗
で
認
証
を
取
得
し
た
農
産
物
の
取
り
扱
い
を
増
や
す

と
と
も
に
、
世
界
で
通
用
す
る
日
本
の
農
産
物
の
生
産

拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

※1 Good Agricultural Practiceの略
※2グローバルGAPの前身。2007年、グローバルGAPに改称
※3 Global Food Safety Initiativeが承認するGAP。
　　グローバルGAPもこれに含まれる

認証取得を目指す生産者のためのグローバルGAPセミナーを開催
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イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造
㈱
は
、
次
世
代
に
農
業
技
術
を

継
承
す
べ
く
、
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
の
技
術
を
数
値
化
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
き
た
。
ま
た
「
農
業
ク
ラ
ウ
ド
」

を
活
用
し
、
全
国
に
点
在
す
る
直
営
農
場
の
知
見
を
結

集
。
生
産
の
効
率
化
を
進
め
て
き
た
。

２
０
１
４
年
に
は
、
農
林
水
産
省
が
進
め
る
「
次
世

代
施
設
園
芸
導
入
加
速
化
支
援
事
業
」
に
参
画
。
本
年

５
月
、
２
年
半
に
わ
た
る
準
備
期
間
を
経
て
、
次
世
代

施
設
園
芸
埼
玉
拠
点
（
イ
オ
ン
埼
玉
久
喜
農
場
）
で
生

産
し
た
ト
マ
ト
の
初
出
荷
を
迎
え
た
。

「
次
世
代
施
設
園
芸
導
入
加
速
化
支
援
事
業
」
は
、

最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た

次
世
代
施
設
園
芸
事
業
を
ス
タ
ー
ト

埼玉次世代施設園芸
コンソーシアム

イオンリテール㈱イオンリテール

埼玉県、久喜市、埼玉県、久喜市
JA全農さいたま、全農さいた

埼玉次世代施設園芸トマト研究会

埼玉県、
イオンアグリ創造㈱ンアグリ創

生産・実証 販売

普及

国や地域と連携し
日本の農業技術の発展に貢献

Technology
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施
設
の
大
規
模
な
集
約
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
高
度
な
環
境
制
御
技
術
に
よ
る
一
年
を
通

じ
た
計
画
生
産
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。
ま
た
、
先
端

技
術
を
導
入
し
た
生
産
か
ら
調
製
・
出
荷
ま
で
を
一
気

通
貫
し
て
行
う
こ
と
で
、
農
業
者
の
所
得
向
上
や
地
域

の
雇
用
創
出
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
同
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
国
内
10
拠
点
の
う
ち
埼
玉
拠
点

に
お
い
て
は
、
当
初
、
県
、
久
喜
市
、
イ
オ
ン
ア
グ
リ

創
造
㈱
、
そ
し
て
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
の
４
者
が
構
成

員
と
な
り「
埼
玉
次
世
代
施
設
園
芸
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

を
設
置
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
全
農
さ
い
た
ま
、

埼
玉
次
世
代
施
設
園
芸
ト
マ
ト
研
究
会
も
加
わ
り
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

ハ
ウ
ス
内
の
環
境
は
、
最
先
端
の
技
術
を
駆
使
し
て

24
時
間
自
動
で
制
御
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
霧
の
気
化
熱

を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
内
の
冷
却
や
湿
度
の
調
整
、
同
県

産
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
暖
房
機
に
よ
る
加
温
、

ま
た
、
Ｃ
Ｏ₂
（
光
合
成
を
促
進
す
る
）
や
太
陽
光
の

照
射
量
に
応
じ
た
培
養
液
の
供
給
調
整
な
ど
、
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
統
合
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

の
も
と
、
自
動
運
転
さ
れ
る
の
だ
。

ト
マ
ト
の
栽
培
方
法
に
は
水
耕
栽
培
を
採
用
。
４
段

と
い
う
低
段
で
の
密
植
栽
培
技
術
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
根
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
る
栄
養
を
十
分
、
実
に
行

き
渡
ら
せ
、
ト
マ
ト
の
食
味
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
ト

マ
ト
の
草
丈
を
人
の
背
の
高
さ
に
と
ど
め
る
低
段
栽
培

は
収
穫
作
業
が
し
や
す
く
生
産
性
向
上
に
も
寄
与
。
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
を
は
か
る
。

こ
う
し
た
施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
将
来
的
に
県
内

や
全
国
の
生
産
者
へ
普
及
さ
せ
や
す
い
よ
う
、
ハ
ウ
ス

1
棟
あ
た
り
の
敷
地
面
積
は
30
ア
ー
ル
と
い
う
小
規
模

に
設
計
。
本
農
場
で
は
11
棟
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、

栽
培
時
期
を
ず
ら
す
こ
と
で
通
年
栽
培
が
可
能
と
な
り
、

年
間
約
１
，０
０
０
ト
ン
の
出
荷
を
予
定
し
て
い
る
。

埼
玉
県
農
林
部
長
の
篠
崎
豊
氏
は
、
イ
オ
ン
へ
の

期
待
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
イ
オ
ン
に
は
、
先
端
技

術
の
導
入
や
活
用
を
牽
引
す
る
農
業
の
担
い
手
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
新
規
就
農
者
の
雇
用
や
育
成
、

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
店
舗
で
の
商
品
販
売
な
ど
に
お
い

て
、
本
県
の
農
業
振
興
に
幅
広
く
尽
力
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
生
産
の
見
本
と
な
る
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
の

生
産
者
だ
け
で
な
く
、
関
東
で
唯
一
の
拠
点
と
し
て

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
拠
点
に
お

け
る
成
果
を
農
家
へ
普
及
し
、
県
内
産
地
や
生
産
者

へ
技
術
の
導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」。
県
は
、
施
設
の
環
境
制
御
技
術
を
ト
マ
ト
だ
け

で
な
く
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る
他
の
野
菜
や
花
な
ど

の
栽
培
に
も
応
用
が
可
能
と
考
え
る
。
期
待
と
注
目

が
集
ま
る
本
事
業
の
実
証
結
果
を
、
県
と
協
力
し
て

地
域
の
生
産
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

地
域
農
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
イ
オ
ン

の
役
割
だ
。

イ
オ
ン
の
グ
ル
ー
プ
店
舗
で
は
同
農
場
で
生
産
さ
れ

た
ト
マ
ト
の
販
売
を
開
始
。
次
は
お
客
さ
ま
の
声
を
生

産
現
場
に
い
か
す
と
き
を
迎
え
た
。
イ
オ
ン
は
、
国
や

地
域
、
生
産
者
と
と
も
に
、
本
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展

に
向
け
た
挑
戦
を
続
け
て
い
く
。

上／おいしいトマトを安定供給し、手頃な価格を実現
下／ ICTを活用した統合環境制御を実施

農業の明日を切り拓く特集
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こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う

若
い
人
材
を
育
成

　
イ
オ
ン
ア
グ
リ
創
造
㈱
で
は
、
若
手
人
材
の
採
用
、

育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
一
昨
年
、
同
社
が
新
卒
を
40
名
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

グ
ル
ー
プ
企
業
の
な
か
で
倍
率
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な

る
１
０
０
倍
も
の
応
募
が
あ
り
、「
農
業
を
発
展
さ
せ
た

い
」「
日
本
の
農
業
を
変
え
た
い
」
と
い
う
高
い
志
を
持

っ
た
学
生
が
多
く
集
ま
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
社

に
若
手
が
や
り
が
い
を
持
ち
、
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
場

が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
充
実
し
た
人
事
・
教
育
制

は
早
く
か
ら
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
任
さ
れ
、
経
営

感
覚
を
養
い
な
が
ら
農
場
運
営
に
従
事
す
る
。
例
え
ば
、

幅
広
い
世
代
の
従
業
員
を
統
率
す
る
農
場
長
と
し
て
、

あ
る
い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
社
内
外
に
普
及
さ

せ
る
品
質
管
理
責
任
者
と
し
て
、
本
人
の
希
望
や
適
性

に
合
わ
せ
た
活
躍
の
場
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
さ
ら
に
、
グ

ル
ー
プ
共
通
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
他
事
業

の
従
業
員
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
で
、
農
業
の
枠
を
超

え
た
視
点
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
若
手
が
新
た
な
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
福
利
厚
生
面
で
は
、
年
次
有
給
休
暇
を
設
け
、
繁
忙

期
で
も
交
代
で
休
み
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
多

く
の
女
性
が
活
躍
し
、
農
場
長
経
験
者
は
実
に
11
名
い

る
。
ま
た
、
育
児
休
暇
・
育
児
勤
務
制
度
も
整
備
さ
れ
、

現
在
３
名
が
利
用
す
る
な
ど
の
実
績
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る

こ
と
は
、
意
欲
あ
る
農
業
の
担
い
手
の
定
着
、
ひ
い
て

は
持
続
可
能
な
農
業
の
基
盤
強
化
に
つ
な
が
る
。

　
同
社
は
、
若
手
人
材
を
育
て
、
長
く
活
躍
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
か

つ
て
の
「
３
Ｋ
（
き
つ
い
・
汚
い
・
格
好
悪
い
）」
か

ら
「
か
っ
こ
い
い
・
感
動
す
る
・
稼
げ
る
」
へ
と
変
え
、

若
者
が
職
業
の
１
つ
と
し
て
憧
れ
を
抱
く
よ
う
な
産
業

に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
若
者
が
夢
や
希

望
を
持
っ
て
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が

お
客
さ
ま
に
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
を
供
給
し
続
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
確
信
す
る
か
ら
だ
。

度
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
な
企
業

で
は
ご
く
当
た
り
前
に
人
事
や
教
育
、
福
利
厚
生
な
ど

の
諸
制
度
が
整
備
さ
れ
る
が
、
農
業
生
産
法
人
の
多
く

で
は
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ

か
ら
だ
。

　
同
社
の
人
材
育
成
に
お
い
て
は
、
未
経
験
者
で
あ
っ

て
も
一
か
ら
農
業
に
つ
い
て
学
べ
る
場
や
、
農
場
長
、

管
理
者
、
経
営
者
の
育
成
研
修
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
け
て
、
農
場
運
営
の
知
識
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
を
習
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
研
修
に
加
え
、

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
グ
ル

ー
プ
店
舗
の
農
産
売
場
で
働
き
、
お
客
さ
ま
の
声
を
直

接
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
経
て
、
若
手 若手人材が早くから仕事を任され、責任ある立場で活躍する

農業の明日を切り拓く特集

若者が夢や
希望を持てる
農業へ
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新連載

が減少する地域での買物支援として「移動販売」を実施してき
た。さらに、年配の方や介護・子育て中の方など、買物に出ら
れないお客さまは都市部にもいるはずと、2016年11月、千葉
市を皮切りに、都市部での移動販売を開始した。

「あっ、移動販売車が来てる！」。元気な声をあげた下校途中
の小学生たちに、イオンの従業員が手を振る。近隣のお客さま
も続 と々集まってきた。
　人口約9万人の千葉県茂

も

原
ばら

市。JR茂原駅前に立地する
イオン茂原店は、2017年5月、近隣に小売店舗のない地区で
の移動販売を開始。食品や日用品など約350品目を車に積み
込み、病院や団地の駐車場など数カ所で停車販売しながら、
市内を巡回している。イオン茂原店にはバスやタクシーで来店
する高齢のお客さまが多い。バスの運行本数も限られることか
ら、お客さまのもとまで出向いて買物の機会を提供しようと、市

まちの中で新たなコミュニケーションを生む拠点

お客さま同士が声を掛け合い、買物を楽しむ

や自治会とも協力し、検討を重ねてきた。
　移動販売の現場は、お客さまとの“距離”が近い。足腰の弱
い方には従業員が介添えし、耳の遠い方には自宅まで車の到
着を知らせに行くことも。買物中もお客さまと従業員の会話が
途絶えることはない。車に積んでいない商品もご要望を受け付
け、次回の巡回時にお届けする。こうしたきめ細かなサービス
が受け入れられ、新たなエリアへの巡回要請が相次ぎ、イオン
茂原店では開始から３カ月で販売エリアを11カ所から18カ
所に拡大した。
　買物支援を目的に始めた移動販売は、お客さまの外出のきっ
かけづくりにもなっている。お客さま同士が笑顔で声を掛け合
い、買物を楽しむ姿も見られる。さらに、移動販売車が地域を
巡回することで防犯にも役立つと、自治体や地域から“見守り
役”としての期待も高い。7月からはイオン鎌取店（千葉県）も
移動販売を開始するなど、今後の対応店舗の拡大を検討して
いる。店舗と同様、地域コミュニティの拠点として、イオンの移
動販売車は今日もお客さまのもとへと向かう。

移動販売
第1回

音楽とアナウンスで到着を知らせる移動販
売車。ドライブレコーダーを搭載し、地域防
犯の役割も担っている
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食
は
、
健
や
か
な
日
々
を
つ
な
ぐ
糧
で
あ
り
、

各
国
の
風
土
や
価
値
観
を
物
語
る
文
化
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
お
い
し
い
食
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、

人
々
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

今
号
で
は
、
そ
ん
な
笑
顔
を
つ
く
り
出
す

日
本
・
中
国
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
タ
イ
）の

 「
実
り
を
満
喫
す
る
甘
味
」に

美
味
礼
賛
。

収穫祭の意味を持つ日本の「重陽の節句」（旧暦9月9日）は、
栗ご飯や栗菓子を食べて祝うため「栗の節句」とも呼ばれる。蒸した栗をつぶし、
砂糖を加えて練り合わせたものを布に包んで絞り、栗の形に仕上げる「栗きんとん」は、
栗の名産地である岐阜県南東部の恵那地方が発祥とされる。

栗きんとん
 【 栗本来の味を楽しむ伝統菓子 】

ココナッツミルクとアヒルの卵を混ぜたクリーム
「サンカヤー」を、種の部分をくりぬいた「ファクトーン
（かぼちゃ）」に注ぎ、丸ごと蒸したプリン。タイの収穫祭
「ロイクラトン祭り」で軒を連ねる屋台には、旬を迎えた
かぼちゃでつくられる「サンカヤー・
ファクトーン」が並ぶ。

サンカヤー・
ファクトーン
 【 丸ごとかぼちゃのプリン 】

JA AN

THAILAND

白玉粉に水と胡麻油を混ぜた生地で胡麻餡を包み、
白胡麻や黒胡麻をまぶして揚げる「胡麻団子」は、
収穫を感謝し丸い形を重用する「中秋節」で
縁起のよい菓子として食される。
不老長寿の薬効を持つとして珍重される
胡麻をふんだんに使った中国の代表的な甜点心。

胡麻団子
 【 風味豊かな胡麻づくしの点心 】

CHINA
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サステナブル（持続可能）な社会を目指して。地域の皆さまとともに、さまざまな活動を続けています。

2017年
4月～6月

社 会 貢 献

　全国のイオン各店舗を拠点に地域で環境活動に取り組むイオン チアーズクラブは、
全国水環境マップ実行委員会が6月の環境月間に合わせて実施した「身近な水環境の 

全国一斉調査」に参加。同クラブの小中学生約380名が各拠点の近隣の河川の水 

環境について学ぶとともに、魚や水生昆虫の生息地である河川への理解を深めました。 

調査結果は全国水環境マップとして公表され、水環境の変化やその要因の把握に役立
てられます。

イオン チアーズクラブの小中学生が河川の水質調査に参加

調査キットを使用して水質汚染の度合いを計測

東北を起点に日本各地、世界各国の皆さまと手をたずさえ、
イオンは笑顔あふれる未来のためにさまざまな取り組みを行っています。

つなげよう、ふるさとのチカラ

宮城県気仙沼大島でゆず約250本を植樹
　4月15日、NPO法人 海べの森をつくろう会、気仙沼 

大島観光協会と、気仙沼大島「復興ゆず植樹」を実施。 

2019年に大島と本州を結ぶ架橋が開通するにあたり 

町おこしの一環として、大島磯
いそ

草
くさ

地区に250本のゆずの 

苗木を植樹。“北限のゆず”が広く知られるよう願いが 

込められました。
岩手県庁での贈呈式。各
県庁で贈呈式を実施した

東北で被災した子どもの支援に向け寄付金贈呈
　イオングループの店舗でお客さまからお預 

かりした募金、東北応援「イオン 幸せの黄色 

いレシートキャンペーン」による拠出金等合計 

1億309万2,023円を、岩手・宮城・福島県 

の子どもたちの就学を支援する各地の基金に 

贈呈。2012年から継続してきた寄付金は、 

3県合計で約5億9,775万円となりました。

「イオン・デー」※ に合わせて、グループ約1,500店舗で「イオン 

ふるさとの森づくり」植栽帯の清掃・除草活動を実施しました。
今後も、環境保全活動に対して積極的に取り組んでいきます。

※毎月11日、イオンの全従業員が地域への貢献活動を行う

　イオンは、2016年10月からの1年を「イオンの植樹25周
年」とし、植樹や森林保全の啓発イベントなどさまざまな取り 

組みを実施。環境月間である6月には、岩手・宮城・福島県の 

5カ所で、東北復興を願い植樹活動を行ったほか、11日の 

植樹活動25周年。全国約1,500店舗の植栽帯で清掃・除草活動を実施

環 境 保 全

カンボジアと日本のボランティア計800名が参加

　（公財）イオン環境財団は、野生生物保護区の森林再生と生物多様性の保全を 

目指し、カンボジアの首都プノンペンにある同国最大級の野生生物保護区で、2015年 

から3年計画で植樹を実施。最終年となる本年6月、同国と日本のボランティア計800 

名の皆さまとともに、地域に自生する苗木7,000本を植樹。3年間で植えた苗木は累計 

で2万1,000本となりました。

野生生物保護区の森林再生に向けて「カンボジア プノンペン植樹」実施
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　イオンは、農産物、畜産物、水産物、紙・
パルプ・木材、パーム油の「イオン持続可能な
調達方針」と「持続可能な調達2020年目標」を
策定。国連が2015年に採択した「持続可能な
開発目標（SDGs）」に適う、グローバル基準で
生産された商品の調達を推進することで、持続
可能な社会の実現に貢献していきます。

「安全・安心」な商品を提供し続けるための
持続可能な調達方針と目標を策定19

4
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ス

「女性が活躍する会社 Best100 2017」で
「女性活躍推進度」1位を獲得

　「日経WOMAN」と「日経ウーマノミクス・プロ
ジェクト」による「女性が活躍する会社Best

100 2017」で、対象4,300社の中からイオン㈱
が「女性活躍推進度」1位として表彰されま
した。ダイバーシティ推進の専任組織設置や、
グループをあげたダイバーシティ推進活動、組織
横断的な女性社員向けの研修の実施などが
評価されました。

19
5

　イオン㈱とベトナム･ハノイ市人民委員会が
「ハノイ市における投資及び事業推進に関する
包括的覚書」を締結。今後、両者の協力のもと、
同市の経済活性化と地域の発展に取り組み
ます。その一環として、6月5日～11日、イオン
レイクタウン mori（埼玉県）で「イオンワールド
フェスタベトナム・ハノイフェア」を開催しました。

ハノイ市と包括的覚書を締結
ベトナムの魅力を周知するフェア開催5

6

2017年44̶66月

8
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　イオンは、6月から12月まで（公財）ボーイ
スカウト日本連盟とともに、「全国防災キャラバン」
を全国のイオンモールなど約70カ所で開催。
これに先立ち4月8日からの2日間、イオンモール
熊本でキックオフイベントを実施。「簡単担架
づくりと搬送体験」などを行いました。

ボーイスカウト日本連盟と、
「全国防災キャラバン」を開催

東京都内のホテルで行われた調印式（中央右：横尾博取締役会議長）

ボーイスカウトの子どもたちと体験プログラムを実施
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Sイオンの電子マネー「WAON」（新規発行）

4月18日発行
「ほうふ幸せます
WAON」

4月2日発行
「水都とくしま
WAON」

34万4,000カ所
利用加盟店利用加盟店

約6,600万枚
累計発行枚数累計発行枚数

地域のくらしに根ざし、愛されて地域のくらしに根ざし、愛されて1010周年周年

（2017年6月末時点）

4月27日、イオンの電子マネー「WAON」は誕生
10周年を迎えました。ご利用金額の一部を自治体
などに寄付する「ご当地WAON」は130種類を
突破。累計寄付額9億8,414万円（2017年2月末
時点）が、地域振興などに役立てられています。

152017 August Vol.58

永旺湖北商業有限公司は、中国･武漢市に3号
店となる「イオン西城店」をオープン。ショッピング
センター「凱徳西城」の核店舗として産直有機野菜
など、品質や鮮度にこだわった食品を充実させる
など、急速な経済発展を遂げるエリアのお客さまに、
豊かなくらしを提案していきます。今回の出店で、
中国における総合スーパーは50店舗となりました。

急速な経済発展を遂げる中国･武漢市に
「イオン西城店」オープン28

4

レジ袋生産時のCO2排出量削減を目的に、
1991年から継続する「買物袋持参運動」の一環
として、100％ペットボトルリサイクル素材のマイ
バッグを発売しました。バッグの留め具には、イオン
が賛同する低炭素社会の実現に向けた国民運動
「COOL CHOICE」のロゴマークを配置しています。

持続可能な循環型社会の実現を目指し
100％リサイクル素材のマイバッグを販売16

6

　イオンディライト㈱は、中国の企業へ IFM※コ
ンサルティングなどを行う「永旺永楽（上海）企業
管理有限公司」の開所式を開催。社会インフラの
整備や都市化が進展し、高品質なファシリティ
マネジメントサービスへのニーズが高まる中国に
おいて、企業の経営課題解決策を提案するコンサ
ルティング型 IFM営業を推進します。

アジアの IFM展開拠点へ
中国･上海市で新会社開所式を開催3

5

※Integrated Facility Managementの略。戦略的なパートナー
としてファシリティの管理運営に関する最適なサービスを提供し、
顧客の成長に貢献すること

　イオン㈱名誉会長相談役岡田卓也は、ハノイ
市の発展に貢献したとして、同市人民委員会より
名誉章を受章しました。植樹活動をはじめ、
環境･社会貢献活動や1号店「イオンモールLong 

Bien」の開業、そして地元SM企業FIVIMART社
との提携を行うなど、同市における小売業の発展
に尽力したことが認められました。

名誉会長相談役岡田卓也が
ハノイ市より名誉章を受章25

6

イオン西城店

ペットボトルを再利用した素材でつくられたマイバッグ

5月30日、「トップバリュ白身魚のふっくら蒲焼」を発売。環境にやさしく
地域社会や人権に配慮して養殖した水産物としてASC認証を取得した
パンガシウスを使用しています。6月の環境月間と海洋環境保全推進月間に
向けた商品として、全国のグループ最大1,700店舗で展開。

ハノイ市で行われた授章式

16




